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インターバンクの声 （2016 年 1 月 12 日） 
 

週末に発表された１２月の米雇用統計が予想を大きく上回る伸びを見せたこ

とから、ドル円も１１８円台後半までのドル買いとなり、新年の荒れ相場も

ようやく落ち着くかに思われた。しかし、中国経済の先行き懸念が拭いきれ

ないことや中東情勢の地政学的リスクへの警戒感が根強いためなのか、強い

雇用統計で１００ドル以上値上がりしていたニューヨーク・ダウが下落に転

じると、ドル円も数時間も経たないうちに１１７円台中盤まで円が買い戻さ

れてしまった。さらに金曜日のニューヨーク市場の終盤に不安感が増してい

たためか、週明けのアジア市場では、東京市場が休場となる中で、朝から１

１７円台を割り込んで１１６円７０銭前後まで円買いが進んでしまった。さ

すがに下落幅が大き過ぎたのか、利益確定のドルの買戻しなどから１１７円

台に戻すのに時間はかからなかったが、今度は年初から大変なことになって

いる中国上海総合指数の大幅な下落が始まってしまった。これは再び１１６

円台に逆戻りかと思われたが、中国株の値下がりには日本人が一番神経質な

のか、意外にも円の買戻しの広がりは見られなかった。ユーロや豪ドルの値

動きにも落ち着く気配が現れ始めており、今日からが本格的な新年の仕切り

直し相場の始まりかも知れない。 
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